
　◆事務事業の概要◆

　◆将来ビジョン成長力強化戦略指標◆

　◆事務事業の目標（成果）指標◆

算式

算式

算式

　◆事務事業を構成する細事業の事業費・成果指標◆

指標

指標

指標

指標

指標

指標

指標

◆事務事業を構成する細事業の評価◆

2

妊婦･新生児健診事業
法定
義務

Ｂ Ａ

法定事務

1

母子健康手帳発行事業
法定
義務

Ｂ Ａ

法定事務

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

2,000

一般財源 35,806 34,811 37,674

地方債 0 0 0

その他 0 2,000

財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

事業費の合計（千円） 35,806 36,811 39,674

0 0

維持
○申請件数 件 21 20 25 20 事業 維持

6
特定不妊治療補助事業 1,435 2,049 2,164 予算

維持

受診者数 人 135 180 144 180 事業 維持
5

妊婦歯科健診事業 456 432 614 予算

維持

パパママセミナー出席者数 人 152 300 194 300 事業 維持
4

両親学級事業 117 149 94 予算

維持

訪問指導件数 件 1227 900 1121 900 事業 維持
3

妊産婦新生児訪問事業 1,553 1,755 1,792 予算

○妊婦健診受診者延人数 人 4005 5000 4130 5000 事業 拡充

420 事業 維持

2
妊婦･新生児健診事業 31,728 32,317 34,890 予算 増額

予算 維持

目標（成果）指標名 単位

発行件数 件 374 420 375

重点
細事
業事業の方向性

1
母子健康手帳発行事業 517 109 120

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

10 10
補助申請者の内出生数/申請者数

90 91 100
妊婦健診受診延回数/妊婦健診全回数

特定不妊治療出生率
％ 6.3 10 12 10

実績値

妊婦一般健康診査受診率
％ 82 90 79

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値

女性の社会参加の環境づくり 合計特殊出生率 1.82/年 2.08/年

対象 ①全ての妊産婦新生児　②不妊に悩む夫婦

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

①事業実施により親としての意識をもち、健やかに妊娠期をすごし、安全・安心に出産できることをめざす。
②不妊に悩む夫婦に、十分治療を受けられるように費用の一部を助成し、出産の可能性を高める。

Do

項目名 戦略指標 H24現状 H31目標

H27施政方針 １．人口減少対策　（1）若者の定着支援 H27：重点●政策○ ○

事業
概要

妊娠前（不妊治療）、妊娠中（妊婦健診、妊婦歯科健診、両親学級の開催）、出生後（助産師の訪問指導）における支援を
行う。

将来ビジョン ５．佐渡活性化のための人材の育成・確保　(1)次世代を担う人材育成 H25：重点●政策○ -
H26施政方針 １．人口減少対策　　（1）自然減の改善　 H26：重点●政策○ ●

種類 ソフト事業（義務）
根拠
法令

母子保健法
例規
等

妊産婦及び新生児に対する訪問指導実施要綱
佐渡市妊婦及び乳幼児健康診査実施要綱
佐渡市特定不妊治療費助成事業実施要綱

1017

事務事業名 すこやかな妊娠・出産事業 開始年度 平成16 終了年度 未定

平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 10市民生活課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 6661 事務事業コード



評価（担当課長） 事業の方向性 拡充 予算の方向性 増額

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

安心して妊娠出産を迎えられるような体制を構築すること。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

6

特定不妊治療補助事業

Ｂ Ａ Ａ

県補助金の要綱が年齢の上限を設けるため、市として年齢の上限を設ける
かどうかの判断を行う必要がある。

5

妊婦歯科健診事業

Ｂ Ｂ Ａ

受診者の伸び悩み

4

両親学級事業

Ｂ Ｂ Ａ

佐渡総合病院で実施している両親学級との内容の整合性を整える。

3

妊産婦新生児訪問事業
法定
義務

Ａ Ａ

法定事務


